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はじめに

　近代の沖縄を記録した映像としてよく知られてい

る、「琉球の民藝」及び「琉球の風物」という２つ

の映画がある。いずれも柳宗悦（1889-1961）を

主宰とする日本民藝協会によって企画され、1940

年８月に公開された。

　本稿では、この内「琉球の風物」について調査・

研究したことを紹介したい。特に、「琉球の風物」

の終盤に収録された空手の映像と、公益財団法人 

松竹大谷図書館に所蔵されている「琉球の風物」の

台本に関する考察を報告することを目的とする。

　なお、本稿では「唐手」または「空手」という表

記を特に区別はしないが、鉤括弧でくくった引用文

や言葉については、原典の表記を用いている。また、

戦前の雑誌や新聞記事からの引用文の文言は、基本

的に現代仮名遣いに置き換えることとする。

１．映画「琉球の風物」とは

（１）概要

　映画「琉球の風物」は、1940年に制作され、同

年８月22日に公開された。企画は日本民藝協会、

提供は日本短篇映画社、制作会社は大日本文化映画

製作所である。本映画の内容として、『月刊文化沖

縄』には「琉球の風物を造形美術の立場から、或い

は演劇舞踊の側から紹介し、南国的な市場風景驚異

的な唐手術を通じて、琉球の人々の精神生活を現代

的な立場に於て地文的に史的に説いたものである。」

と掲載されている（注１）。

（２）日本民藝協会の第３回沖縄調査

　柳宗悦を主宰とする日本民藝協会は、1939年３

月以降、沖縄調査を行った。特に1940年１月に実

施された第３回調査では、日本民藝協会の同人に加

え、観光や文学等の様々な分野の人々が参加した（注２）。

この調査では、映像を撮影し、その素材に基づいた

映画を制作することが目的の一つとなっていた。

　1940年３月に刊行された『月刊民藝』では、こ

の第３回調査の詳細が報告されており、那覇に上陸

した１月３日から「ひととおり沖縄の景色・建物・

工芸・芝居・音楽・料理・風俗などに接し得た」（注３）

とし、１月７日午後３時から観光を主とした座談会

が開かれたが、この席で沖縄県側と標準語問題の論

争が起こったことが記されている（注４）。

（３）細谷辰雄と猪飼助太郎

　第３回調査には、２人の映画関係者が参加してい

た。現在も日本映画界大手である松竹株式会社の社

員で、計画課長の細谷辰雄とカメラマンの猪飼助

太郎である。第３回調査に参加した写真家・坂本

万七（1900-1974）が写した写真の中に、映像撮

影風景をとらえた写真がいくつか残されている。『坂

本万七遺作写真集　沖縄・昭和10年代』（以下、「写

真集」という。）には「撮影を見物する生徒」とい

うタイトルの写真が１枚掲載されている。場所は首

里にあった沖縄県立師範学校の校庭と思われるとこ

ろである。後方に生徒達がずらりと並び、その手前

に地面に三脚を大きく広げて設置されたカメラの

ファインダーをのぞく猪飼と、そのさらに手前に
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しゃがむ細谷とみられる人物が写っている。彼らの

視線の先にあった被写体は「写真集」には載ってい

ない。ただし、後述するが、「写真集」未掲載の写

真に、この被写体と撮影風景をとらえた写真が数枚

残されていた。

　なお、「写真集」に掲載された多くの写真は、１

つのページの上下段に１枚ずつ配置されている。「撮

影を見物する生徒」は下段にあり、その上段には「空

手教練」というタイトルのついた写真がある。ここ

には、33人の人物が５列に分かれて並び、集団で

空手を演武している様子が写っている。「琉球の風

物」にもこの様子が収録されており、沖縄空手の剛

柔流系統で鍛錬されているセイエンチン（セイユン

チンともいう）の型だとわかる。「撮影を見物する

生徒」の写真に空手の演武は写っていないが、「空

手教練」以外の「写真集」未掲載写真とあわせると、

一連の写真であることが明らかとなる。

２．「唐手術」の調査と撮影

（１）写真

　坂本が師範学校で撮影した空手関連の写真は、「写

真集」に２枚、未掲載で９枚の合計11枚ある。内

訳は以下のとおりである（注５）。

＜掲載＞

　写真Ａ：空手教練

　　　※セイエンチン（セイユンチン）の集団演武

　写真Ｂ：撮影を見学する生徒

＜未掲載＞

　写真Ｃ：映像撮影風景

　写真Ｄ：クルルンファー①

　写真Ｅ：クルルンファー②

　写真Ｆ：テンショウ

　写真Ｇ：サンチン①

　写真Ｈ：サンチン②

　写真Ｉ：サンチン③

　写真Ｊ：タンを用いた鍛錬

　写真Ｋ：型の分解

　写真Ａは先述したとおり、剛柔流のセイエンチン

（セイユンチン）の型を集団演武している写真であ

る。少し離れた高台から引いて撮影したもので、号

令者なのか、演武者達と対面に空手着を着用した人

物が１人立っている。写真Ｂも先述したとおりの写

真である。

　写真Ｃは、中央にカメラをのぞく猪飼とその左隣

に細谷と思われる人物が腕組みをして猪飼の撮影を

みている姿を、下方から見上げる構図で撮影された

写真である。細谷の左前には、脱いだ帽子を後ろに

持った柳宗悦が立ち、カメラの先に視線を向けてい

る。また、猪飼の右前には、空手着を着用し、手

に畳まれた紙を持った宮城長順（1888-1953）が

写っている。宮城は、沖縄空手の剛柔流流祖であり、

1940年当時は師範学校や那覇市立商業学校で空手

教師として活躍していた人物である（注６）。猪飼の

カメラがやや下向きになっていること、坂本の写真

が見上げた構図になっていることから、高台で撮影

している風景で、写真Ａの集団演武の映像を撮影し

ていた様子をとらえた一枚と思われる。なお、写真

Ｂの右奥に、盛り上がって高くなっている場所がみ

える。この付近にカメラを設置し、校庭を俯瞰でき

る場所で撮影したと考えられる。

　写真Ｄ・Ｅ・Ｆは１人の生徒が空手を演武して

いる写真である。写真ＤとＥは剛柔流のクルルン

ファーという型の一部である（注７）。「琉球の風物」

にもその一部が収録されており、写真と同一人物に

よる演武である。また、写真Ｆは同じく剛柔流の型

であるテンショウの一部で、クルルンファーと同じ

生徒が演武しており、映画・写真とも共通している。

背景から、撮影場所は写真Ａの写真で集団演武され

ていたところと同じ場所と考えられる。

　写真Ｇ・Ｈ・Ｉは、剛柔流のサンチン（締め）を

とらえた写真である。写真ＧとＨは、中央にサンチ

ンを演武する生徒がいて、その後方にいるのが宮城

である。写真手前の向って左側に少し写っているの

が細谷、右側にカメラと一緒に写っているのが猪飼

であり、坂本が２人の間の後方からシャッターを

切った構図となっている。サンチンを演武している

のは当時師範学校生だった古浜興太郎である（注８）。

写真Ｉは、古浜と宮城を近くから撮影した写真であ

り、宮城が古浜のサンチンの習得度合いや身体の発

達具合を確かめている様子がわかる。

　写真Ｊは、剛柔流の鍛錬器具の一つであるタンを

用いている生徒の写真である。
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　写真Ｋは、型の分解を写した写真で、写真Ｄ・Ｅ

と同じ人物が分解をしていること等から、クルルン

ファーの分解の一部分と思われる（注９）。

　これらを合わせて考えると、写真Ｂは校庭にカメ

ラを設置して撮影したもので、写真ＧとＨに写り込

む細谷と猪飼の姿勢と一致することから、写真Ｂの

被写体は、古浜と宮城によるサンチン（締め）だっ

たと考えられる（注10）。

（２）映像

　「琉球の風物」の概要にもある通り、映画本編の

終盤に「唐手術」の映像が収録されている。「唐手術」

とは空手のことを指すものとする。

　本映画には、１分程度に編集された師範学校生に

よる空手関連の映像が収められている。各要素は以

下のとおりである。

＜映画内の要素＞

　映像１：器具を用いた鍛練の様子

　　　　　※巻藁、タン、サーシ、甕、チーシ

　映像２：タンを用いた鍛錬の様子

　映像３：クルルンファーの演武

　映像４：テンショウの演武

　映像５：セイエンチン(セイユンチン)の集団演武

　上記の内、映像１～４は校庭にカメラを置いて映

像を撮影し、映像５は生徒達を俯瞰する場所から撮

影している。

　鈴木訓治が日本民藝協会の第３回調査の主な日程

を記した「琉球観光記」には、1940年１月６日（木）

の行動として、「師範学校講堂で空手術を見学。」と

ある（注11）。その後、鈴木は首里城へ向かい、他の

ことを記録しているため、空手の撮影には立ち会っ

ていなかったと思われる。撮影は恐らく同日の天気

回復後、映像撮影担当の細谷と猪飼、その様子を写

真撮影した坂本を中心に行われていたのだろう。な

お、写真Ｂのみであるが、柳が写っていることから、

柳も空手の撮影に同行していた可能性も考えられる

が、すべての空手の映像撮影に立ち会っていたかは

不明である（注12）。

３．松竹大谷図書館所蔵の台本

（１）書誌情報

　東京都中央築地にある公益財団法人 松竹大谷図

書館には、「琉球の風物」の台本が収蔵されてい

る（注13）。以下に、同館のホームページで公開され

ている図書書誌詳細と実物資料を調査して得られた

書誌情報を掲載する。

＜図書書誌詳細＞

資料区分 映像台本

書誌番号 00045637

分　　類 記録映画作品

タイトル
琉球の風物／リュウキュウノフ
ウブツ

出版年（西暦） 1940-

内容細目 （記載なし）

著　　者
柳宗悦＋式場隆三郎（監修）、
日本民藝協会（企画）

一般注記
封切年：1940年●製作：大日
本文化映画製作所●日本短篇映
画社提供

＜調査による書誌情報＞

寄贈者 松竹株式会社

蔵書年 昭和33年（1958年）２月10日

法　量
縦25.5cm、 横18.1cm、 厚 さ
0.15cm

頁　数 20頁（表紙・裏表紙を除く）

付属資料 『琉球の風物（梗概）』１冊

　松竹大谷図書館は、松竹株式会社の創業者の一人

である大谷竹次郎（1877-1969）が1955年に文化

勲章を受章したことを記念して、翌年の1956年に

設立された。演劇と映画の専門図書館で、長年にわ

たり演劇や映画事業に携わった松竹株式会社が収

集・保管してきた史料を所蔵している。同館に「琉

球の風物」の台本が収蔵された1958年は、松竹株式会

社から資料が一括して収蔵された時期に当たる（注14）。

なお、付属資料の梗概には収蔵年が記されていな

かったが、表紙や見返しの右上にある紫色の枠印に

記された番号表記が共通しているため、同時期に収

蔵されたと思われる。この梗概に掲載された文章は、

台本に記載されているものより少し長い（注15）。
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　なお、この台本の著作権について、映像の撮影及

び編集者として掲載される猪飼に関する情報が不明

なため、実物資料の写真撮影及び複写は禁止となっ

ている。そのため、実物資料の調査では、台本の記

載事項等のメモを作成した。

（２）台本の内容構成

　台本の構成を大きく分けると、表紙・中表紙・本

文・裏表紙となる。台本の記載事項は、映画の内容

と対照できるようまとめた別表に記載しているので

参照してほしい。

　表紙には、中央に縦長の二重枠線とその中の「全」

「巻」、左横の「松竹株式会社」の文字が黒色印刷さ

れている。松竹株式会社で使用していた台本の様式

と思われる。二重枠線には映画のタイトル「琉球の

風物」と「一」が手書きされ、あわせて「琉球の風

物　全一巻」となる。その他、二重枠線の右横に一

重枠線で囲まれた「原本」と、一重カッコ内に「カッ

ト５ヶ所」という、いずれも赤鉛筆で手書きされた

文字が書かれている。見返しには図書館の蔵書印等

がある。中表紙からはガリ版刷りで、文字や記号が

記されている。中表紙の裏に梗概が記され、次のペー

ジから本文が始まる。本文に記載された要素を上か

ら順に記すと、最上部にページ数があり、次に映画

の冒頭に載せる文字（テロップ）や解説の番号・記号、

次に記載文字と解説（ナレーション）がある。その

下に横線が引かれ、最下部にバックミュージックや

歌詞、字幕スーパーの文字が記されている。

（３）削除された解説

　台本に記載されたテロップや解説は、映画本編と

ほとんど変わらなかった。しかし、台本には赤鉛筆

で大きく削除され、映画本編に反映されていない部

分があった。

＜赤鉛筆で削除された解説＞

　削除１：１－３ページ、解説番号２内

　　此処は本州最南端の亜熱帯地方

　削除２：１－４ページ、解説番号４内

　　本邦の

　削除３：１－５ページ、解説番号７内

　　早くより本土の文化と

　削除４：１－６ページ、解説番号８内

何処かそこには大和風の感覚が　大和民族と源

を同じくする

　削除５－１：１－15 ～ 16ページ、解説番号16内

日本古来の武夫（もののふ）の心を保持してい

るものと言わなければならぬ

　削除５－２：１－16ページ、解説番号17

此の古格ある武道は　今　体育に生かされて　

若い学徒の肉体と精神を燃やし続けている　故

あるかな　此処に聖戦四年　沖縄県琉球からは

幾多の戦士が応召して　大陸の戦野に皇国の武

威を示しているのだ

　削除６：１－17ページ、解説番号18内

本州より遥か南に突き出て　支那或いは諸外国

の抵抗を強く受け乍ら然も日本の古格をよく保

ち続けて来た琉球

　削除された文章や前後の文脈について別表を参照

に見ると、削除された部分のどれもが琉球・沖縄と

日本との関係や繋がりを強調するものであることに

気づく。特に、台本の中で空手の解説は、解説番号

16と17の２つで構成されているが、この内、解説

番号17の部分が丸ごと削除されていた。

（４）削除された解説の検証～空手を中心に～

　削除５－２の文章には、いくつか注目すべき文言

がある。まずは、前段の「体育に生かされて　若

い学徒の肉体と精神を燃やし続けている」である。

1905年２月の『琉球新報』に、前年から中学校で

「唐手」を指導するための稽古が始められていた、

という記事が掲載された（注16）。中学校で指導が始

まり、結果として県内に空手が広がることとなっ

た。空手の広がりに深く関わる資料として、1908

年10月付けで、沖縄空手の大家の一人である糸洲

安恒（1831-1915）が、空手の効能や小学校から

空手を学ぶ意義等を記した、いわゆる「唐手十ヶ条」

が知られている。「唐手十ヶ条」は、1938年に発行

された『空手道大観』の巻頭グラビアに、花城長

茂（1869-1945）所蔵として写真が掲載されている
（注17）。要約すると、多くの効能を備えた空手を中学

校や師範学校の生徒が練習し、将来教師となって小

学校で精密に教えることによって空手が全国へ広が
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り、沖縄県民だけでなく、軍人社会の一助となる、

ひいては国のためにも大いに役立つ、ということが

説明されている。

　1938年の『琉球新報』に、政府が空手を全国の

青少年に奨励することが決定された、という記事が

掲載されている（注18）。沖縄を発祥の地とする空手が、

国をあげて広まる一助となったと考えられる。この

記事の中に、空手を青少年に奨励する目的として、

「長期戦に備えるため、青少年の健康増進に力を注

いでいる」とある。この「長期戦」という言葉は次

の注目点に繋がる。

　削除５－２の注目点として、次に「此処に聖戦四

年」の文言を取り上げる。これは、1937年に勃発

し、1940年当時４年目に突入した日中戦争のこと

を指している。この文言には続けて、「沖縄県琉球

からは幾多の戦士が応召して　大陸の戦野に皇国の

武威を示しているのだ」とあり、日中戦争と空手を

繋げる文章になっている。これを彷彿とさせる資料

は、仲宗根源和（1895-1978）によって著された

書籍にある。仲宗根は沖縄県本部町出身で、県立中

学校や師範学校を卒業後、特に1930年代半ば頃か

ら空手に関する出版物を多く著し、1937年の沖縄

の空手界における統一組織設立にも尽力した、沖縄

の空手史上、不可欠な人物である。1938年に刊行

された『武道極意物語』は、空手も含めて剣術等の

様々な逸話が集録されたものである。これ以後も、

序文やタイトルを『武道物語』と少々変えながら何

度か出版された。この中に、糸洲安恒の逸話や「唐

手十ヶ条」を一部抜粋して掲載されている部分があ

る（注19）。これらの最後には、「この度の日支事変で、

南京攻略の際に沖縄県国頭郡出身の湧川伍長が、空

手を以て敵兵数人を完全にやっつけた武勇談は、糸

洲翁の遺訓を文字通り実現して義勇公に奉じた好適

例と云う可きである。」とある。「琉球の風物」の台

本に記された文言の元ネタにもなりそうな文章であ

る。なお、「湧川伍長」の名前は出てきていないが、

日中戦争で空手を使って活躍した沖縄出身者に関す

る新聞記事もみつかっている。日中戦争と沖縄と空

手とが結び付けられた一例と言える。

　ちなみに、解説番号16から18の文中で、削除５

－１・２から削除６までの連続した文章が大きく削

除されていた。映画本編の解説を注意しながらきく

と、不自然な文章となっていることに気づく。

　具体的には次のようになる。

＜解説番号16＞

「（前略）その火の出る様な鍛錬ぶりと素朴なそして

ウツボツたる覇気は」（以後、削除５－１）

＜解説番号17＞（削除５－２）

＜解説番号18＞（削除６）

「一千年の文化史を秘めて　琉球は今も強く素朴に

生き抜きつつある」

　空手の解説から一転、映画を締めくくる文章とな

り、文意が連結していないことがわかる。

（５）台本の性格

　削除された文言の意図を探るため、次にこの台本

の現状を観察し、書き込み等の経緯を考えたい。

　台本のベースとなる要素は、ガリ版刷りの文字や

線である。それ以外に、黒鉛筆の書き込みや赤ペン、

黒ペン、全ページにわたって半分程度の面積が水濡

れした痕跡、申請前一字や二字訂正の押印等がある。

先述した削除１～６は赤鉛筆で削除線が引かれてお

り、単なる文字の訂正は黒ペンで記されていた。黒

ペンの文字は、台本上部に「申請前○字訂正」もし

くは「申請前○字加入」の押印があり、○の部分に

該当ページ内の文字数「一」もしくは「二」の字が

黒ペンで反映されていた。ペンで書かれた文字等の

重なり具合やペンのにじみ具合、大きく削除された

文章等の要素から、書き込み等の前後関係を想定し

た。水濡れ前のペンで書かれた文字にはにじみがあ

り、また、空手関係の部分の解説番号17では、黒

ペンで文字を２つ訂正した上で、さらに文章全体削

除されたところもあった。なお、「申請前」の「文

字訂正」や「文字加入」の押印は、当時検閲という、

警察等による出版物や演劇等の事前チェックに関連

する。「琉球の風物」の頃は、検閲がすでに実施さ

れていたので、検閲に申請する前の台本ということ

がわかる。訂正カ所も多いため、この台本はあくま

でも下書きで、これをもとに最終台本が製作された

可能性が高いと考えられる。

　以上のことを踏まえて、削除された解説について

考えたい。

　この台本の解説を制作した人物は、台本には明記

されていないが、映画制作者が作成に関わると考え
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られる。本映画の編集は猪飼が手掛けているが、猪

飼が元原稿も作成した可能性もある。

　一方、解説の削除については、本映画を企画した

日本民藝協会側の意向があったと考えられる。日本

民藝協会側としては、琉球の美術的な側面と生活文

化の特色を解説・記録して公開するために本映画を

制作する意図があった（注20）。そのため、「琉球の風物」

の監修者である柳宗悦と式場隆三郎の意向が働き、

特に本州との繋がりを強調する文言を対象に削除し

た可能性が高いと考えている。さらに詳細な調査が

必要であるが、1940年１月の沖縄滞在中には沖縄

県の標準語励行に対し、沖縄県側と意見が対立した

出来事があり、新聞紙上でも大きく取り上げられた

り、『月刊民藝』で特集が組まれたりもしたことから、

柳らの意識が解説の削除に繋がったと思われる。

　ちなみに、当時は検閲が実施されていたことを先

に触れた。宜野座葉央見の指摘によると、検閲は、

日本民族以外の民族意識、あるいは独立志向を刺激

しかねないものは、帝国日本の安定をおびやかす危

険思想とみなされる方向性があった（注21）。宜野座

の報告の中に、日本映画の検閲制度に、サイレント

の劇映画「琉球史劇国難」という映画で、琉球王国

の独自性を却下した検閲事項が報告されている。こ

のように、別例では琉球・沖縄の特異性の強調が検

閲で削除されることがあった。そのような社会的な

風潮から、当初「琉球の風物」では、琉球・沖縄と

日本との強い繋がりを連想させる解説が作られた

が、柳らの意向を受け、最終的には削除に至り、本

編が完成した可能性も考えられる。この削除のタイ

ミングは、すでに、最終的な映像編集が終わってい

た可能性もある。筆者は、このことが、映画終盤に

おける、空手から映画のまとめに唐突に変わった不

自然な解説に表れていると考えている。

　「琉球の風物」に、琉球・沖縄と日本との繋がり

を強く意識した文言や文章が想定されていたこと、

特に、空手と日清戦争を結びつけ、当時の国の方針

や戦時色の高まりとそれに呼応させるように空手の

効能を繋げる解説が創作されていたこと、それが大

幅に削除された上でこの「琉球の風物」が完成され

たことは、これまでほとんど知られていなかった注

目すべき点である。

　「琉球の風物」の解説に空手と戦争を結びつけた

文章が想定されていた理由として、日本本土から来

沖して取材し、本映画の解説を作成した人物が当時

の風潮に忖度した可能性もあるが、沖縄側ですでに

空手の普及がこのように捉えられていた状況が存在

した可能性もあると考えられる。先ほど触れた仲宗

根源和の『武道極意物語』関連書籍の内、1941年

に序文を少し変えて発行された『武道物語』に、「日

本は必ず勝つ！」と繰り返して記されている。当時

の風潮を物語っている一例ではないかと思われる。

また、同じく仲宗根源和は、別の書籍でも日本武道

の精神と空手の結びつきの説明をしている（注22）こ

と等を考えると、当時の軍事的な高揚と日本化・皇

民化の風潮に結び付けられた空手の普及という側面

があることは見逃せず、沖縄側でも同様な雰囲気が

あった可能性もある。今後、さらに慎重な調査・研

究が必要である。

　1940年以降も日中戦争は泥沼化を免れず、1941

年12月には真珠湾攻撃が決行され、日米の決定的

な全面戦争が開始された。戦局はますます激しくな

り、沖縄も例外ではなくなった。1944年10月には

10・10空襲、1945年３月にはアメリカ軍が慶良間

諸島に上陸し、４月には沖縄島に上陸して戦場と化

した。悲惨で凄惨な沖縄戦を経験し、沖縄の人々は、

戦後はゼロ、むしろマイナスともいえる過酷な再出

発を余儀なくされた。人々の価値観は大きく転換し、

戦争を否定し、反戦運動を展開した。

　それに伴うように、空手と戦争を結びつける考え

方も一変したと思われる。一方、アメリカ統治下に

おかれ、治安が不安定な中、空手の鍛錬や普及活動

が再開していった。

　沖縄の先人の言葉として、「空手に先手なし」等

の格言が伝えられている（注23）。先に攻撃するもの

ではなく、自分の身や大切な人を守るための術であ

るというような意味を含む言葉である。沖縄戦を経

験してさらに、先人から受け継がれてきた格言の重

みが増し、現代は「平和の武」としての空手の意義

をより強く持つことができる、強調できるのではな

いかと思う。

　本稿では空手関連を中心として、「琉球の風物」

の映像や関連写真と台本の検討を行った。「琉球の

風物」の台本自体、これまであまり知られていなかっ

た資料だが、「琉球の風物」をめぐる制作過程や意
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図を詳しく知ることができることに加え、当時の社

会状況も浮かび上がらせる貴重な資料である。

おわりに

　「琉球の風物」について、調査が足りない点も多

い中、確認できた関連資料や台本をもとに検討した

ことを述べてきた。今後の課題として、本映画の関

係者に関する著作物を収集しつつ、未確認の関連資

料も含めて、さらに分析を進める必要がある。

　本稿をまとめるに当たって、筆者が平成29年度

から３年間在籍した沖縄県文化観光スポーツ部空手

振興課で実施した沖縄空手資料収集事業及び沖縄空

手会館企画展事業の成果の一部を活用した。特に、

空手関係学芸補助員として空手振興課に勤務し、空

手関連資料を調査研究するとともに、琉球・沖縄の

人物史研究に携わる仲村顕氏には、在課中多くの教

示を賜った。また、「琉球の風物」の台本調査には

公益財団法人 松竹大谷図書館の飯塚美沙氏、坂本

万七撮影写真の掲載には公益財団法人 日本民藝館

の古屋真弓氏にお世話になった。心より厚くお礼申

し上げます。

注釈

注１：「文化沖縄抄」『月刊文化沖縄』第１巻第２号　

９月号、1940年（復刻版、2015年、不二出版）

　　本書には、「琉球の風物」と同時期に制作され

た「琉球の民藝」の内容も「琉球の民藝をその代

表的なものとして、織物、焼物、をえらび特異な

製作工程の中に琉球風俗と民族性を紹介し、併せ

て日本ならびに諸国との連係を、人文的に歴史的

に説いたものである。」と掲載されている。なお、

公開に先立ち、1940年７月28日に常設館旭館に

おいて試写会が催され、その後に全国の松竹系各

館で配給上映されたことも記されている。　

注２：日本民藝協会『月刊民藝』第２巻第３号（1940

年）に掲載された沖縄訪問の目的中に、大阪商船

の湖北丸に乗船して、神戸を出帆したメンバーが

以下のように記されている。

　　民藝協会同人

　　　柳宗悦（民藝館々長）

　　　式場隆三郎（医学博士、評論家）

　　　浅野長量（僧侶）

　　　濱田庄司（陶工）

　　　船木道忠（同　）

　　　佐久間藤太郎（同　）

　　　棟方志功（版画家）

　　　鈴木繁男（漆工）

　　　田中俊雄（月刊民藝編集）

　　販売事務

　　　鈴木訓治（たくみ工藝店）

　　　佐々倉健三（銀座松屋仕入部）

　　写真

　　　坂本万七（桃源社）

　　　土門　拳（国際文化振興会）

　　　越　壽雄（グラフィック編集部）

　　映画

　　　細谷辰雄（松竹計画課長）

　　　猪飼助太郎（同カメラマン）

　　観光事業

　　　水澤澄夫（国際観光局）

　　　井上昇三（日本旅行協会）

　　その他

　　　遊佐敏彦（三井報恩会社会事業課長）

　　　同　夫人

　　　保田與重郎（評論家）

　　　濱　徳太郎（帝国美術学校講師）

　　　相馬貞三（教育家）

　　　宮田武義（日比谷山水棲主人）

　　　鈴木宗平（医師）

　　　福井右近（電機会社重役）

注３：「問題の推移」（沖縄県学務部の意見と対立す）

日本民藝協会『月刊民藝』第２巻第３号、1940

年

注４：「問題の推移」（沖縄県学務部の意見と対立す）

日本民藝協会『月刊民藝』第２巻第３号、1940

年

注５：番号及び写真集未掲載の写真のタイトルは便

宜的に筆者がつけた。また、未掲載の写真の順番

は、後方の壁に投影されている師範学校建物の影

の伸び具合を時間の経過と判断して、撮影した順

序と思われる並びとした。

注６：師範学校では、「屋部軍曹」として呼び親し

まれていた屋部憲通（1886-1937）が空手を指

導していたが（渡米等のため中断時期もあり）、
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1937年８月27日に逝去した。その後、1937年９

月11日に宮城が師範学校の空手教師（嘱託）に

就任した。宮城は1929年には那覇市立商業学校、

その他に警察学校でも空手を指導していた。また、

1920年代後半からは関西の大学でも指導を開始

する等、多方面で空手の普及に取り組んでいた。

注７：蔵元雅一氏（国際沖縄剛柔流空手道連盟総本

部）の教示による。

注８：東恩納盛男『剛柔流空手道史』2001年、株

式会社チャンプ　Ｐ．16に掲載。なお、古浜は、

琉球政府時代に立法院議員等を務め、能書家でも

あった伊良波長幸の娘婿となった（『私の戦後史』

第６集、1982年、沖縄タイムス社編）。

注９：蔵元雅一氏（国際沖縄剛柔流空手道連盟総本

部）の指摘による。

注10：剛柔流流祖の宮城長順は、肖像写真や記念

写真、集合写真、指導写真がいくつか残されてい

るが、映像は残っていない。猪飼によってサンチ

ン（締め）の映像が撮影されていたことが本写真

でわかるが、映画本編には収録されていない。ま

た、現在の松竹株式会社に「琉球の風物」の編集

前の映像の所在をたずねたが、所有していないと

の回答だった。なお、宮城は1940年７月にラジ

オ「府県めぐり　沖縄の巻」に出演しているが、

この音源もＮＨＫライブラリーには残されていな

かった。

注11：「一月六日　雨後曇　師範学校講堂で空手術

を見学。あまり真撃になる恐れがあって、仕合を

禁じられていると聞いたが、全く手足の動きは物

凄い。型は幾通りも見せてもらった。終って再び

首里城に行く。小雨に濡れた石垣も樹木も一層美

しく見えた。（後略）」

注12：本稿とは直結しないが、柳の母・勝子は、

講道館創設者であり日本初のIOC委員も務めた、

嘉納治五郎（1860-1938）の姉である。嘉納は

大日本武徳会等を通じて空手に関心を持っていた

人物の一人でもある。1922年に上京した富名腰

（船越）義珍（1868-1957）との交流は有名である。

また、1927年に来沖した際には宮城長順とも面

会し、空手談義に花を咲かせていた（横本伊勢吉

「琉球九州随伴記」『作興』1927年３月号）。

注13：仲村顕氏による教示を受けて、筆者が同図

書館へ問い合わせし、実在等を確認した。

注14：松竹大谷図書館司書の飯塚美沙氏の教示に

よる。

注15：「琉球の風物を造形美術の立場から、或いは

演劇舞踊の側から紹介し、南国的な市場風景驚異

的な唐手術を通じて琉球の人々の精神生活を現代

的な立場に於て、地文的に史的に説明したもので、

琉球音楽民謡か(<ﾏﾏ>)全篇に流れている。文化的

には建物、彫刻、音楽、舞踊、工芸に特異なもの

があり、一千年に亘って栄えている。映画は尚昔

の王府首里城の門、正殿等の美しさ、更に郷土色

豊な琉球の踊りと芝居を描き、その他魚市場や織

物を、紹介している。」と説明されている。

注16：「中学校職員の唐手」『琉球新報』1905年２

月５日付

注17：花城長茂は、屋部憲通らとともに1890年に

陸軍教導団（下士官養成学校）に入団した近代沖

縄における最初の軍人の一人。退役した後、中学

校で体操や兵式体操の教師を務めるとともに、生

徒に空手も指導していた。

注18：仲村顕氏が確認した記事である。

注19：『武道極意物語』（1938年）には、「糸洲安恒」

と「空手道の旨意」の２つの項目で空手が紹介さ

れている。

注20：細谷辰雄「文化映画と琉球について」（日本

民藝協会『月刊民藝』第２巻第３号、1940年）

による。

注21：宜野座葉央見「＜研究ノート＞日本映画の

検閲制度－書誌エッセー」『アジア太平洋研究セ

ンター年報』第16号、2019年、大阪経済法科大

学アジア太平洋研究センター

注22：仲宗根源和『空手道入門』1938年、東京図

書株式会社（復刻版、2017年改訂縮刷版、榕樹

書林）

注23：安里安恒の語った話を富名腰義珍（松濤）

が『琉球新報』に連載した「沖縄の武技」の内「沖

縄の武技（下）」に、「（前略）戦闘法　昔から唐

手に先手なしと受けることを教えて入れることを

教えざるは、教育上青年子弟を戒めた言葉であろ

う。若しさなくば、今日の戦術に矛盾する訳にな

る。何となれば先制力と云って気を制すると云う

のは戦略法で偉大の力を有するものではないか。
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又先の先を制すること能はずんば後の先を制せと

云うことがある。これ等は唐手で云うと、敵に先

を制せられた時は受けると同時に入れ反えしをせ

よと云う意味になるけれども、国家存亡の場合或

は父母妻子に恥辱をかけ敵が肉薄して止むを得ざ

る場合でなければ先手は許されない。個人と戦う

時及び衆人に囲まれたる時は法等種々あ(る)が、

これを一々具体的に述ぶるのは青年子弟の為に宜

ろしくないから遠慮しておこう（後略）」と掲載

されている。
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坂本万七撮影の空手関連写真（公益財団法人　日本民藝館　所蔵）

『坂本万七遺作写真集　沖縄・昭和 10 年代』（1982 年）

＜掲載＞

写真Ｂ：撮影を見学する生徒

＜未掲載＞

写真Ｅ：クルルンファー②

写真Ｆ：テンショウ

写真Ｃ：映像撮影風景
写真Ｄ：クルルンファー①

写真Ａ：空手教練
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写真Ｇ：サンチン① 　写真Ｉ：サンチン③

写真Ｈ：サンチン②

写真Ｊ：タンを用いた鍛錬 写真Ｋ：型の分解
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そ
の

昔
の

王
府

首
里

城
に

あ
る

守
礼

門
･･
･　

城
の
正
門
た
る
歓
会
門
･･
･･
･

　
そ

し
て

琉
球

王
が

文
武

百
官

を
引

見
し
　
盛
大
な
式
典
を
挙
げ
た
正
殿

　
御

殿
の

一
部

に
残

る
美

し
い

三
層

の
屋

根
　

何
れ

も
形

式
は

地
理

的
に

近
い

支
那

福
州

辺
の

影
響

を
受

け
て

居
乍

ら
　

琉
球

民
族

の
床

し
い

好
み

が
　

強
く

香
り

を
放

っ
て

い
る

の
で

あ
る

3
:0
5

映
像

＜
映
像
＞

龍
樋
、

守
礼

門
、

歓
会

門
、

淑
順

門
、
首
里
城
正
殿
、
南
殿
、
孔
子
廟
、

尚
家
の
門
、
弁
財
天
堂

＜
表
示
＞

字
幕
：
首
里
城
正
殿

字
幕
：
孔
子
廟

字
幕
：
尚
家
の
門

 ・
本
編
の
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

で
「

歓
会

門
」

は
、「

カ
ン

カ
イ
モ
ン
」と

発
せ
ら
れ
て
い
る
。

1
-7

9
Ⓓ

解
説
「

玉
陵
（

た
ま

お
ど

ん
）

は
歴

代
琉

球
王

族
の

霊
を

祭
っ

た
王

陵
で
　

今
か

ら
四

百
四

十
年

前
の

造
営

で
あ

る
　

古
色

を
帯

び
た

壁
面

と
蒼

然
た

る
岩

石
の

幽
邃

な
趣

き
は

宛
ら

幽
冥

の
国

が
目
前
に
漂
う
の
感
を
覚
え
る
」

（
十
）
Ｔ
ス
ー
パ
ー
　
　

玉
陵
た
ま
お
ど
ん

玉
陵

は
歴

代
王

宮
王

族
の

霊
を

祭
っ

た
王

陵
で
　

今
か

ら
四

百
四

十
年

前
の

造
営

で
あ

る
　

古
色

を
帯

び
た

壁
面

と
蒼

然
た

る
岩

石
の

幽
邃

な
趣

き
は

宛
ら

幽
冥

の
国

が
目

前
に

漂
う

の
感
を
覚
え
る

3
:4

7
映

像

＜
映
像
＞

玉
陵

＜
表
示
＞

字
幕
：
玉
陵
　
た
ま
お
ど
ん

 ・
本
編
の
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

で
「
歴
代
琉
球
王
族
」
は
、「

歴
代

王
宮

王
族

」
と

発
せ

ら
れ

て
い
る
。

1
-7

～
1

-1
0

1
0
Ⓓ

解
説
「

此
処

を
護

る
か

の
様

に
岩

上
に

立
つ

唐
獅

子
の

怪
異

な
姿

は
　

此
の

聖
地

に
一

切
の

不
浄

を
許

さ
ぬ

象
徴

で
も

あ
ろ

う
　

玉
御

殿
（

お
ど

ん
）

と
は

　
魂
の
住
み
給
う
宮
殿
に
他

な
ら
な
い

　
そ

こ
に

は
死

ん
だ

何
者

も
祭

ら
れ

て
い

な
い
　

現
世

の
者

よ
り

も
更

に
　

あ
り

あ
り

と
活

き
て

い
る
　

精
霊

が
そ

の
明

け
暮

れ
を

送
る

場
所

と
も

言
え

る
の

で
あ

る
　

洞
穴

の
石

門
を

潜
っ

て
　

苔
む

す
甃

石
（

し
き

い
し

）
を

踏
む

所
に

世
衰
（

よ
お

ど
れ

）
の

英
祖

陵
（

え
ー

そ
り

ょ
う

）
が

あ
る
　

岩
山

の
絶

壁
を

う
が

っ
て

幽
玄

な
境

を
現

出
し

た
辺

り
　

石
を

美
し

く
用

い
る

琉
球

の
床

し
さ

を
知

る
事

が
出

来
よ

う
　

琉
球

の
墓

は
驚

く
べ

き
芸

術
品

で
あ

る
　

或
る

も
の

は
家

の
型

を
現

わ
し
　

或
る

も
の

は
亀

の
甲

の
型
（

か
た

ち
）

を
示

し
　

此
の

素
晴

ら
し

い
墳

墓
は

精
霊

に
対

す
る

此
の

地
方

の
人

々
の

ま
ざ

ま
ざ

と
し

た
信

仰
の

現
れ

と
考

え
ら

れ
る
　

凡
て

の
墳

墓
は

そ
の

国
の

信
仰

の
切

実
な

表
現

で
あ

る
　

琉
球

の
人

々
は
　

此
の

壮
大

な
墓

を
通

じ
て
　

先
祖

の
精

霊
達

と
魂

を
触
れ
合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」

（
十
一
）
Ｔ
ス
ー

パ
ー

世
衰

此
処

を
護

る
か

の
様

に
岩

上
に

立
つ

唐
獅

子
の

怪
異

な
姿

は
　

此
の

聖
地

に
一

切
の

不
浄

を
許

さ
ぬ

象
徴

で
も

あ
ろ

う
　

玉
御

殿
と

は
　

魂
の

住
み

給
う

宮
殿

に
他

な
ら

な
い
　

そ
こ

に
は
死
ん
だ
何
者
も
祭
ら
れ
て
い
な
い

　
現

世
の

者
よ

り
も

更
に
　

あ
り

あ
り

と
活

き
て

い
る
　

精
霊

が
そ

の
明

け
暮

れ
を

送
る

場
所

と
も

言
え

る
の

で
あ

る
　

洞
穴

の
石

門
を

潜
っ

て
　

苔
む

す
甃

石
を

踏
む

所
に

世
衰

の
英

祖
陵

が
あ

る
　

岩
山

の
絶

壁
を

う
が
っ
て
幽
玄
な
境
を
現
出
し
た
辺
り

　
石

を
美

し
く

用
い

る
琉

球
の

床
し

さ
を

知
る

事
が

出
来

よ
う
　

琉
球

の
墓

は
驚

く
べ

き
芸

術
品

で
あ

る
　

或
る

も
の

は
家

の
型

を
現

わ
し
　

或
る

も
の

は
亀

の
甲

の
型

を
示

す
　

此
の

素
晴

ら
し

い
墳

墓
は

精
霊

に
対

す
る

此
の

地
方

の
人

々
の

ま
ざ

ま
ざ

と
し

た
信

仰
の

現
れ

と
考

え
ら

れ
る
　

凡
て

の
墳

墓
は

そ
の

国
の

信
仰

の
切

実
な

表
現

で
あ

る
　

琉
球

の
人

々
は

　
此

の
壮

大
な

墓
を

通
じ

て
　

先
祖

の
精

霊
達

と
魂

を
触

れ
合

っ
て

い
る

の
で
あ
ろ
う
か

4
:1

2
映
像

＜
映
像
＞

玉
陵
か
ら
浦
添
よ
う
ど
れ

＜
表
示
＞

字
幕
：
世
衰
　
よ
う
ど
れ

 ・
台

本
で

は
「

世
衰

」
を
「

よ
お

ど
れ

」
と

表
記

し
て

い
る

が
、

本
編

の
字

幕
表

示
は
「

よ
う

ど
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。

4
:4

2
映
像

＜
映
像
＞

墓
群
（
破
風
墓
、
亀
甲
墓
）

 ・
上

部
に
「

申
請

前
一

字
加

入
」

の
押

印
有

り
。「

一
」

の
み

黒
ペ
ン
で
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。

 ・
こ

の
加

入
は
「

亀
の

甲
の

型
を

示
し

」
の
「

し
」

を
加

え
た

こ
と
を
指
し
て
い
る
。

 ・
本
編
の
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

で
「

亀
の

甲
の

型
を

示
し

」
が

「
亀

の
甲

の
型

を
示

す
」

と
発

せ
ら
れ
て
い
る
。
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ペ
ー
ジ
数

テ
ロ
ッ
プ
・

解
説
番
号

台
本
記
載
事
項

本
編
の
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

映
像

時
間

字
幕
・

映
像

映
像
・
表
示
事
項

備
考

－

Ⓢ
（

太
鼓
　

蛇
皮

線
伴

奏
　

つ
づ

く
）

Ⓢ
（

琉
球

の
民

謡
　

聞
き

と
り

が
た

し
）

唄
<
庵
点

>
旅
（

タ
ビ
）
や
浜
宿
り
（
ハ

マ
ヤ

ド
ゥ

イ
）

草
（

ク
サ

ヌ
）

の
葉

（
フ
ァ
）
ど
（
ド
ゥ
）

枕
（
マ
ク
ラ
）

寝
て
も
（
ニ
テ
ム
）

忘
ら

ら
ぬ
（

ワ
シ

ラ
ラ
ン
）

我
親

（
ワ

ヤ
ヌ

ゥ
ス
バ
）」

－
5

:2
6

映
像

＜
映
像
＞

雑
踊
り
「
加
那
ヨ
ー
天
川
」

－
5

:5
0

映
像

＜
映
像
＞

雑
踊
り
「
浜
千
鳥
」

1
-1
0

1
1
Ⓓ

解
説
「

郷
土

色
豊

か
な

琉
球

の
踊

り
と

芝
居
　

琉
球

こ
そ

は
唄

と
踊

り
の

国
で

あ
る
」

唄
<
庵

点
>
三

月
（

サ
ン

ガ
チ

）
が

な
れ
ば
（
ナ
リ
バ
）

梯
梧

の
花
（

デ
イ

■
ヌ

ハ
ナ

）
咲

き
ゆ
り
（
サ
チ
ユ
イ
）

わ
に

も
友
（

ワ
ニ

ン
ド

シ
）

と
ま

り
て
（
ト
ゥ
メ
テ
ィ
）

つ
れ

て
遊

ば
（

チ
リ
テ
ア
シ
バ
）

ハ
シ

ー
ヤ

ー
プ

ー
　

シ
ー
ヤ
ー
プ
ー
」

郷
土

色
豊

か
な

琉
球

の
踊

り
と

芝
居

　
琉

球
こ

そ
は

唄
と

踊
り

の
国

で
あ

る
6

:3
2

映
像

＜
映
像
＞

組
踊
「
女
物
狂
」

（
盗
人
、
子
ど
も
）

1
-1

1
1
2
Ⓓ

解
説
「

纏
綿

た
る

蛇
皮

線
と

歌
の

調
べ

　
素

朴
な

所
作

事
　

そ
れ

は
琉

球
の

永
い
「
く
ら
し
」
を
背
負
っ
て
い
る
　
人
々

の
日

常
の
「

く
ら

し
」

に
深

く
根

ざ
し

て
い
る
の
で
あ
る
」

－

纏
綿

た
る

蛇
皮

線
と

歌
の

調
べ
　

素
朴

な
所

作
事
　

そ
れ

は
琉

球
の

永
い

「
く
ら
し
」
を
背
負
っ
て
い
る
　
人
々

の
日

常
の
「

く
ら

し
」

に
深

く
根

ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る

7
:1
0

映
像

＜
映
像
＞

組
踊
「
二
童
敵
討
」

（
阿
麻
和
利
）

1
-1

2
1
3
Ⓓ

解
説
「

能
衣

裳
を

思
わ

せ
る

絣
の

着
物

　
琉

球
に

住
む

人
々

の
素

朴
な

生
活

･･
･･

小
さ

い
刳

舟
を

操
っ

て
遠

く
危

険
な

南
支

那
海

迄
も

出
漁

す
る

男
た

ち
･･
･･
･藍

の
香

も
高

い
紺

絣
を

着
て

男
と

一
緒

に
働

く
女

た
ち
　

此
処

は
女

の
働

く
土

地
だ
　

彼
女

た
ち

は
魚

を
買

い
取

っ
て

そ
れ

を
市

場
に

持
ち

運
ぶ
　

何
れ

も
糸

満
の
女
達
の
活
々
と
し
た
あ
き
な
い
」

－

能
衣

装
を

思
わ

せ
る

絣
の

着
物

 琉
球

に
住

む
人

々
の

素
朴

な
生

活
･･
･･

小
さ

い
刳

舟
を

操
っ

て
遠

く
危

険
な

南
支

那
海

迄
も

出
漁

す
る

男
た

ち
･･
･･
･藍

の
香

も
高

い
紺

絣
を

着
て

男
と

一
緒

に
働

く
女

た
ち
　

此
処

は
女

の
働

く
土

地
だ
　

彼
女

た
ち

は
魚

を
買

い
取

っ
て

そ
れ

を
市

場
に

持
ち

運
ぶ
　

何
れ

も
糸

満
の

女
達

の
活

々
と

し
た
あ
き
な
い

7
:3
3

映
像

＜
映
像
＞

葬
式

風
景
、

糸
満

の
風

景
、

漁
師
、

女
性
や
子
ど
も
達
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ペ
ー
ジ
数

テ
ロ
ッ
プ
・

解
説
番
号

台
本

記
載
事
項

本
編
の
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

映
像

時
間

字
幕
・

映
像

映
像
・
表
示
事
項

備
考

1
-1
3

1
4
Ⓓ

解
説
「

鮮
魚
（

う
お

）
市

場
　

彼
女

た
ち

は
　

そ
の

逞
し

い
手

で
庖

丁
を

揮
い

肉
を
切
り
　
大
声
で
売
値
を
つ
け
る
　
声

高
な

取
引

　
も

み
合

い
　

そ
の

生
き

生
き

し
た

喧
燥

の
中

に
如

何
に

も
南

国
的

な
珍
ら
し
い
魚
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
」

唄
<
庵

点
>
エ

イ
エ
イ
　
君
は
百
歳

わ
し
や
九
十
九
迄

倶
に
白
髪
が
ナ
ー

は
え
る
ま
で

は
え
る
ま
で

倶
に
白
髪
が
ナ
ー

は
え
る
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
イ

エ
イ

神
や

仏
も
　
護
り
て
給
え

今
宵
限
り
の
ナ
ー

我
が

想
い

我
が

想
い
　

今
宵

限
り

の
ナ
ー
　
我
が
想
い

エ
イ

エ
イ

上
り

下
り

の
　

坂
原

越
え

て
　

も
と

の
都

に
ナ

ー
　

早
や

帰
る

早
や
帰
る

も
と

の
都

に
ナ

ー
　

早
や
帰
る

エ
イ

エ
イ

君
は

百
歳
　

わ
し

や
九
十
九
迄

倶
に
白
髪
が
ナ
ー

は
え
る
ま
で

鮮
魚

市
場
　

彼
女

た
ち

は
　

そ
の

逞
し

い
手

で
庖

丁
を

揮
い

肉
を

切
り

　
大

声
で

売
値

を
つ

け
る
　

声
高

な
取

引
　

も
み

合
い
　

そ
の

生
き

生
き

し
た

喧
噪

の
中

に
如

何
に

も
南

国
的

な
珍
ら
し
い
魚
が
並
べ
ら
れ
て
い
る

8
:2

9
映

像
＜
映
像
＞

魚
市

1
5
Ⓓ

解
説
「

此
の

厚
っ

ぽ
た

い
豆

腐
は

女
達

に
よ

っ
て

作
ら

れ
　

女
達

に
よ

っ
て

売
ら

れ
　

琉
球

の
食

物
の

重
要

な
位

置
を

占
め
て
い
る

此
の

厚
ぼ

っ
た

い
豆

腐
は

女
達

に
よ

っ
て

作
ら

れ
、

女
達

に
よ

っ
て

売
ら

れ
　

琉
球

の
食

物
の

重
要

な
位

置
を
占
め
て
い
る

8
:5
4

映
像

＜
映
像
＞

豆
腐
市

 ・
台
本
で
は
「
厚
っ
ぽ
た
い
豆
腐
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

本
編

の
解

説
（

ナ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
で

は
「

厚
ぼ

っ
た

い
豆

腐
」

と
発

せ
ら
て
い
る
。

1
-1

4

本
場

の
琉

球
絣
　

芭
蕉

布
　

八
重

山
袖
　

壷
　

瀬
戸

物
　

い
ろ

い
ろ

の
物

を
並

べ
た

市
場
　

商
う

人
　

買
う

人
　

琉
球

の
市

場
は

女
達

で
う

ず
ま

る
　

老
い

た
女

も
　

若
い

女
も
　

絣
の

着
物

に
裸

足
（

は
だ

し
）

の
力

強
い

姿
で

激
し

い
生
活
の
響
き
を
脈
打
た
せ
る
」

本
場

の
琉

球
絣
　

芭
蕉

布
　

八
重

山
紬
　

壷
　

瀬
戸

物
　

い
ろ

い
ろ

の
物

を
並
べ
た
市
場
　
商
う
人
　
買
う
人

　
琉

球
の

市
場

は
女

達
で

う
ず

ま
る

　
老

い
た

女
も
　

若
い

女
も
　

絣
の

着
物

に
裸

足
の

力
強

い
姿

で
激

し
い

生
活
の
響
き
を
脈
打
た
せ
る

9
:1

1
映
像

＜
映
像
＞

陶
器
売
り
、
も
や
し
売
り
、
布
市

 ・
台

本
で

は
「

八
重

山
袖

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が
、

本
編

の
解

説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
は
「
八

重
山
紬
」
と
発
せ
ら
て
い
る
。

1
-1
5

－

解
説
「

琉
球

に
発

達
し

た
独

特
の

武
道
　

唐
手

･･
･　

身
に

寸
鉄

を
帯

び
ず

と
も

一
旦

事
あ

る
時

は
敢

然
起

っ
て

一
瞬

の
中

に
人

を
倒

す
と

云
う
　

之
は

そ
の

昔
武

器
を

持
つ

事
を

許
さ

れ
な

か
っ

た
琉

球
の

人
々

の
　

抑
え

切
れ

ぬ
魂

が
生

ん
だ

独
特

の
武

技
で

あ
る

･･
･･
･　

腕
を
　

足
を
　

身
体

を
　

武
器

に
代

え
た
　

そ
の

火
の

出
る

様
な

鍛
錬

ぶ
り

と
素

朴
な

そ
し

て
ウ

ツ
ボ

ツ
た

る
覇
（

ハ
）

気
は

日
本

古
来

の
武

夫
（

も
の

の
ふ

）
の

心
を

保
持

し
て

い
る

も
の

と
言

わ
な

け
れ

ば
な
ら
ぬ
」

－

琉
球

に
発

達
し

た
独

特
の

武
道
　

唐
手

･･
･　

身
に

寸
鉄

を
帯

び
ず

と
も

一
旦

事
あ

る
と

き
は

敢
然

起
っ

て
一

瞬
の

中
に

人
を

倒
す

と
云

う
　

之
は

そ
の

昔
武

器
を

持
つ

事
を

許
さ

れ
な

か
っ

た
琉

球
の

人
々

の
　

抑
え

切
れ

ぬ
魂

が
生

ん
だ

独
特

の
武

技
で

あ
る

･･
･･
･　

腕
を
　

足
を
　

身
体

を
　

武
器

に
代

え
た
　

そ
の

火
の

出
る

よ
う

な
鍛

錬
ぶ

り
と

素
朴

な
そ

し
て

ウ
ツ

ボ
ツ
た
る
覇
気
は

9
:5
0

映
像

＜
映
像
＞

器
具
を
用
い
た
鍛
錬
（
巻
藁
、
タ
ン
、

サ
ー
シ
、
甕
、
チ
ー
シ
）

タ
ン
を
用
い
た
鍛
錬

ク
ル
ル
ン
フ
ァ
ー

テ
ン
シ
ョ
ウ

 ・
上

部
に
「

申
請

前
一

字
訂

正
」

の
押
印
有
り
。「

一
」
の
み
黒
ペ

ン
で
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。

 ・
こ

の
訂

正
は
「

に
」

を
「

の
」

に
変

え
た

部
分

を
指

し
て

い
る
。
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ペ
ー
ジ
数

テ
ロ
ッ
プ
・

解
説
番
号

台
本
記
載
事
項

本
編
の
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

映
像

時
間

字
幕
・

映
像

映
像
・
表
示
事
項

備
考

1
-1

6
1
7
Ⓓ

解
説

「
此

の
古

格
あ

る
武

道
は
　

今
　

体
育

に
生

か
さ

れ
て

若
い

学
徒

の
肉

体
と

精
神

を
燃

や
し

続
け

て
い

る
　

故
あ

る
か

な
　

此
処

に
聖

戦
四

年
　

沖
縄

県
琉

球
か

ら
は

幾
多

の
戦

士
が

応
召

し
て
　

大
陸

の
戦

野
に

皇
国

の
武

威
を

示
し
て
い
る
の
だ
」

－
－

－
－

－

 ・
上

部
に
「

申
請

前
二

字
訂

正
」

の
押
印
有
り
。「

二
」
の
み
黒
ペ

ン
で
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。

 ・
こ

の
訂

正
は
「

身
」

を
「

肉
」

に
変

え
た

部
分

と
、「

場
」

を
「
野
」
に
変
え
た
部
分
を
指
し
て

い
る
。

1
-1

7
1
8
Ⓓ

解
説
「

本
州

よ
り

遙
か

南
に

突
き

出
て

　
支

那
或

い
は

諸
外

国
の

抵
抗

を
強

く
受

け
乍

ら
然

も
日

本
の

古
格

を
よ

く
保

ち
続

け
来

た
琉

球
　

一
千

年
の

文
化

史
を

秘
め

て
琉

球
は

今
も

強
く

素
朴

に
生

き
抜
き
つ
つ
あ
る
」

Ⓢ
（

ハ
ミ

ン
グ

つ
づ
く
）

一
千

年
の

文
化

史
を

秘
め

て
　

琉
球

は
今

も
強

く
素

朴
に

生
き

抜
き

つ
つ

あ
る

1
0

:2
8

映
像

＜
映
像
＞

テ
ン

シ
ョ

ウ
か

ら
セ

イ
ユ

ン
チ

ン
（
セ
イ
エ
ン
チ
ン
）（

集
団
演
武
）

琉
球
の
風
物
　
完

大
日
本
文
化
映
画
製
作
所

－
－

1
0

:5
8

字
幕

＜
表
示
＞

琉
球
の
風
物

完 大
日
本
文
化
映
画
製
作
所

 ・
台

本
に
「

松
竹

大
谷

図
書

館
蔵

書
」
の
蔵
書
印
（
朱
色
）
有
り

終
了

1
1

:0
3

凡
例

　
　

 ※
台
本
記
載
事
項
及
び
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
文
言
は
、
現
代
仮
名
遣
い
に
置
き
換
え
て
表
記
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

　
　
※
台
本
記
載
事
項
の
内
、
台
本
で
削
除
さ
れ
て
い
る
文
言
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
太
字
、
下
線
で
示
し
た
。

  
 

 
 

 
　
　
※
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
内
、
台
本
記
載
事
項
と
異
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
太
字
、
下
線
で
示
し
た
。

 
 

 
 

 
 

　
　
※
解
説
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
映
画
本
編
の
音
声
を
聴
い
た
上
で
、
台
本
の
文
言
に
合
わ
せ
て
表
記
し
た
。

 
 

 
 

 
 

　
　
※
台
本
記
載
事
項
の
文
言
の
後
ろ
に
あ
る
カ
ッ
コ
内
の
文
字
は
、
よ
み
が
な
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

　
　
※
台
本
の
下
段
の
「
唄
」
の
始
め
に
庵
点
の
歌
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
表
で
は
該
当
カ
所
に
＜
庵
点
＞
と
入
れ
て
い
る
。

  
 

 
 

 
　
　
※
映
像
時
間
は
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
映
画
「
琉
球
の
風
物
」（

４
K
）
に
基
づ
い
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

　
　
※
映
像
・
表
示
事
項
の
＜
映
像
＞
の
名
称
等
は
筆
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
。
＜
表
示
＞
は
基
本
、
映
画
本
編
に
反
映
さ
れ
て
い
る
文
字
を
入
れ
た
。
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